
学校関係者評価

２月 達成度 評価
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コメント

○基礎基本
の学力の向
上

○つけたい力を明確にした授業づ
くり。
○家庭学習の内容や方法を全校統
一して取り組む。
○言葉の力・文章を読み取る力を
育成するドリルタイムの取組の推
進
〇授業・補充学習・家庭学習のリ
ンクを図り，基礎基本の学力の向
上を図る。

○標準学力調査の基礎基本の力を問う問題
において，国または県の算数・国語・理科
の平均値を超える児童の割合
○確かな学力について，通常学級が示して
いる評価指標を達成する学級数の割合を8
割以上にする。

教
務
部

８0%

８0%

○標準学力調査の基礎基本の力を問う問題にお
いて，国語・算数・理科の平均値を超える割合
は，47％であった。
○通常学級が示している評価指標を達成する学
級の割合は，2割程度であった。国語では「言
語」，算数では，「計算」に力を入れて取り組んだ
結果，2つの観点（国語「言語事項」，算数「知識・
理解」の項目で改善が見られた。
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〇基礎学力の定着ついては，つけた
い力を明確にし，単元末の評価を意識
した授業づくりを継続するとともに，学
習内容を繰り返し復習する時間を設定
し，取り組む。
○ドリルタイムの改善と家庭学習の内
容の工夫を図る。

○活用力や
自ら学ぶ意
欲の向上

○算数科・理科を中心に課題発
見・解決学習を行う。
○自分の考えを相手に伝えるため
の説得力のある説明の仕方につい
て指導する。

○標準学力調査の活用力を問う問題において，
国または県の算数・国語・理科の平均値を超え
る児童の割合
○学び方アンケートにおいて，5つの学び方に
ついて肯定的な評価をした児童・教師の割合

※アンケート５項目
①課題発見力　②思考力　③伝え合う力
④耐える力　⑤自己肯定感

教
務
部
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80％

○国語・算数・理科の平均値を超える割合は，45％であった。基礎基
本の力を問う問題の割合とほぼ同じ割合の数値であり，基礎基本の
力が定着している児童は，活用力を身に付けていると考えられる。

○学び方アンケートにおいて，5つの学び方について肯定的な評価を
した児童の割合は85.8％。教師の割合は75.4％という結果で，前回よ
りは上がっている。アンケート5項目のうち，前回児童の肯定的な評価
が低めだった。③伝え合う力については，５％⑤自己肯定感について
は６％上がった。教師は①について肯定的評価が高く91％，③④⑤の
項目については66～78％に上がったが，②は逆に78％に下がった。
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○活用力向上のための取組を進める。授業の中で，
思考する場面を計画的に設定する。過去の問題を活
用し，様々な形式の問題を解くｌことに慣れさせる。
表・グラフ・資料などの見方を繰り返し指導し，それら
の資料の意味を読み取ることができるようにする。
〇学び方アンケートについて，中間時よりも児童のア
ンケートで肯定的評価が上がったが，各学級での効果
的な指導方法を交流し合い，指導に生かす。

○自己指導
能力の育成

○「あいさつ，返事，黙動」を徹
底できるよう取り組む。

○「黙動」の学期末の個人評価で「でき
た」と答えた児童の割合

生
徒
指
導
部

70%
○「できた」と答えた児童の割合が８８％であった。継続的
な取組により，当たり前にできるようになりつつある。

125% Ａ 8 1 0
○黙動については，いつでも当たり前
にできることをめざして，今後も継続す
る。

○自分や人
を大切にす
る心と実践
力の育成

○人を大切にする教育を積極的に
進める。
○児童会を中心とした児童の主体
的な活動を進める。
○いじめアンケートの実施
○計画的な教育相談の実施

○i-checkの自己肯定感の高い児童の割合

○児童アンケートにおいて「いじめをなく
すための行動をしている」の項目の肯定的
評価の割合

生
徒
指
導
部

80%
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○i-checkの自己肯定感の高い（特に望ましい状況）児童の割
合は，54％で，10月より下がっている。
○児童アンケートにおいて「いじめをなくすための行動をしてい
る」の項目の肯定的評価の割合が６７％だった。児童会による
いじめストップ集会の取組があったにもかかわらず，変化がな
かった。

68％
96％
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○児童の個々の自己肯定感を高め，いじめ
を許さない学級づくりを行う。そのためには，
学級活動（１）の話合い活動を重視し，自分た
ちの課題は自分たちで解決していくことを通
して，お互いを認め合う支持的風土を高めて
いくことが必要だと考える。

○体力の向
上

〇体育の授業の充実。体力テストにお
いて課題があった項目については，体
育の授業において継続した取組を行
う。
〇体力アップ週間の取組の実施。
〇休業中の体力つくりの推進。
〇再体力テストの実施。

〇「長座体前屈」では，県平均以上の児童
を60％以上にする。
〇「50ｍ走」のタイム(4月の記録と対比)
一人あたり0.1秒ずつ記録を伸ばす児童の
割合
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健
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育
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導
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〇長座体前屈は，体育の準備運動に全学年で柔軟運動を取り入れて柔軟性を高める
よう指導を行い，66％の児童が県平均以上であった。
〇「50ｍ走」については，全校で64％の児童が達成できた。体育の授業で，鬼ごっこ等
ダッシュで走る場面を意図的に取り入れて瞬発力や持久力を高めたりする取り組みを
行ったり，体力つくり月間を設定し，ラダー等に取り組み，下半身強化を行ったりした。
〇３学期には縄跳びに取り組み，跳躍力の強化に取り組んだ。全校発表会を目標に，
カードを活用して様々な技にチャレンジした。（カード初段の合格者が64％，名人合格
者が3％，スペシャリストが1％）
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〇年度初めの体力テストをもとにし
て，計画的に取組を進めていく。
〇年間行事を見通し，その行事も活用
して体力つくりを進めていく。

○基本的な
生活習慣の
確立

〇月１回，ノーメディアディを設
定し，自律的な生活習慣を身に付
ける。
〇アンケートによる実態把握。
〇学級指導等を通して，自律的生
活習慣の重要性を理解させる。

〇月１回の取組の結果，守れた児童の割合
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健
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育
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導
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60%

〇７・８月に取り組んだ結果，取組を行った児童（55％）の内，守
れた児童は84％で，全児童の46％が目標を達成した。
１０月～２月の取組結果は，取組を行った児童（72.4％）の内，
守れた児童は78％で，全児童の56.4％が目標を達成した。
年間を通して9％の児童が取り組めていない。一方26％の児童
は毎月取組を行うことができた。

94% Ａ 8 1 0

〇「ノーメディアの取組」に積極的に取り組む児童が増
えてきた。振り返りの内容からも，テレビなどのメディア
に依存した生活を送っていたことに気付き，メディアと
の付き合い方を考える必要性を実感できていることが
分かる。
〇来年度に向けては，目標設定の方法を工夫し，設定
しやすく，なおかつ，加計小学校全体の取組の成果が
分かりやすい方法にしていく。

信
頼
さ
れ
る
学
校

○保護者・
地域とのつ
ながりを深
め，信頼を
築く地域貢
献を実践す
る。

○定期的かつタイムリーに，HPや
学校だより等で保護者・地域に情
報発信を行う。

○特別活動，生活科，総合的な学
習の時間を中心として，地域素材
を活用し，地域の活性化につなが
る学習を展開する。

○地域と連携した教育活動を仕組
み年間で各学年２回以上設定し，
地域貢献活動を行う。

○保護者アンケートにおいて，「信頼され
る学校」に関する項目の肯定的評価の割合

○学校運営協議会において，「学校の地域
貢献度」についての聞き取りの結果，肯定
的評価の割合

総
務
部
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85%

○「きちんと伝わっている」の項目において，「よくあてはまる」の
回答は約40％，「あてはまる」の回答約59％で，肯定的回答は
約99％だった。また，「適切な対応」については，「よくあてはま
る」の回答約42％，「あてはまる」の回答約55％で，肯定的回答
は約97％だった。よって，２つの項目の平均は約98％となる。こ
のことから，「信頼される学校」に関する項目については，目標
達成という結果になった。

○「学校の地域貢献度」についての聞き取りの結果，肯定的評
価の割合については，９割程度だった。
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○７月の時点で，「きちんと伝わっている」の
項目で，「よくあてはまる」は約44％，「適切な
対応」は約34％だったことと比較すると，適切
な対応について伸びが見られた。日々の連
絡ノートやタイムリーな家庭訪問等で，子供
の実態について連携し合い，悩みや願いを
共有していくことを今後も継続する。
○地域連携については，学年によって内容
や実態などに差が生じている。効果的な連携
を視野に入れて，年間計画等の見直しを進
める。
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平成３０年度　学校評価自己評価表(最終評価)

中期
経営目標

短期経営目標 目標達成のための計画 評価指標(評価方法） 担当 目標値
自己評価 評価(適切かどうか）

改善方策

確
か
な
学
力

　
基
礎
基
本
の
定
着
を
図
り
、

確
か
な
学
力
を

身
に
付
け
さ
せ
、

学
ぶ
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
。

・頑張る力にかえてほしい。

・家庭学習の必要を感じる。強
化することが必要。

・目標達成の指標を考える方が
よい。

・あいさつは人前（大勢）ではで
きるが，個々では言わない子が
いる。

・ノーメディアは自己申告なのだ
ろうから，全面的に信用してよ
いものだろうか。

　
安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く

り
を
す
る
。

豊
か
な
心

　
め
あ
て
を
持
ち
、

そ
の
実
現
に
向

け
て
工
夫
・
努
力
す
る
姿
勢
で
生
活

す
る
。

健
や
か
な
体

　
健
康
な
体
づ
く
り
の
基
盤
を
育

成
す
る
。

評
価
基
準

　達成率が９０％以上

　達成率が８０％以上９０％未満

　達成率が６０％以上８０％未満

　達成率が６０％未満

学校教育目標 

自ら学び 自ら考え 行動する児童の育成 

めざす教職員像 

 ○ 確かな授業力を持つ教職員 

 ○ 豊かな人間性を持つ教職員 

 ○ 愛情と使命感に満ちた教職員 
 

めざす学校像 

 ○ 子供が主役の学校 

 ○ 出会いと感動のある学校 

 ○ 地域と共に歩む学校 

 

めざす子供像 

 ○ チャレンジする子  

 ○ 思いやりのある子 

 ○ 考え学び合う子 

 ○ 健やかな子 


